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14グループの活動を助成

■納涼盆踊り大会（ 町日テレ南館）

と き ８月７日（金）・８日（土）１８時３０分～２０時３０分

会　場 麹町日本テレビ南館駐車場（二番町１４）

問合せ 日本テレビ通り振興会事務局 1３２３０－２４６９

■日比谷公園丸の内音頭大盆踊り大会

大盆踊りのほか、ミニコンサートやチャリティ抽選会な

ども行われます。模擬店は１５時頃から開店します。

と き ８月２１日（金）・２２日（土）１８時～２１時

会　場 日比谷公園大噴水周辺

問合せ 日比谷公園丸の内音頭盆踊り実行委員会事務

局（日比谷松本楼内） 1３５０３－１５６１

※これらのイベントは、賑わいまちづくり支援事業によ

り経費の一部を補助しています。商店街の支援事業

については、商工振興グループ（1３２３３－７５５８直通）へ

お問合せください。

千代田まちづくりサポート公開審査会

盆踊り大会で
楽しい夏のひと時を

６
月
６
日
（土）
、
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
に
て
、
第
１１
回
千
代
田

ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
の
公
開
審
査
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

申
請
グ
ル
ー
プ
や
関
係
者
、
一
般
来
場

者
な
ど
約
１００
人
が
注
目
す
る
な
か
、
ト
ラ

イ
ア
ル
部
門
１
グ
ル
ー
プ
、
一
般
部
門
１４

グ
ル
ー
プ
の
活
動
テ
ー
マ
の
発
表
と
審
査

が
行
わ
れ
、
１４
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
対
し

て
総
額
４００
万
円
の
助
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

◆
８
つ
の
新
た
な
活
動

今
回
は
、
神
田
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
や
魅
力
再
発
見
な
ど
の
活
動
を

行
う
「
神
田
探
偵
団
」、「
神
田
人
」、「
か

ん
だ
も
ん
」
や
、
麹
町
地
区
で
活
動
す
る

「
結
び
の
会
」、「
半
蔵
門
駅
通
り
花
の
会
」

な
ど
、
８
つ
の
活
動
に
対
し
て
新
た
に
助

成
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ

文
化
振
興
グ
ル
ー
プ
　

1
３
２
３
３
―
３
２
２
２（
直
通
）

▲活動内容について審査委員（手前背中向きに着席）との質疑応答

※ホームページ「千代田day
,
s 」

で千代助のバナーをクリック
すると、千代田まちづくりサ
ポートの助成活動やイベント
紹介がご覧いただけます。

■第11回千代田まちづくりサポート　助成活動グループ 助成総額400.2万円

部門
（助成回数） 団体名 活動テーマ助成額

（万円）

３４.９

２２.７

３６.９

４４.４

４３.６

３０

４２.４

２９.３

１２.９

２７.９

１７.９

１８.３

５

３４

橋を視点とする千代田の観光まちづ
くり

地図を活用した魅力ある“まち”千代
田の実現

多国籍居住時代・異文化理解による
まちづくり人材の育成

地域連携による障害のある人の社会
参加活動ときれいなまちづくり

歩いて感じた「神田」の魅力を本にし
よう

神田の魅力を「顧客目線」で世に広
める！

千代田区の山手線東側地区を広くア
ピールし、活気溢れる街にする

高齢者の知恵を機関誌に、声かけ運
動で明るいまちづくり

農業と都会を結ぶ機会を作り、旧今
川中で食農イベント

子育てする家族が、暮らしやすい千代
田へ～食育と自然育児

半蔵門駅通りの美化活動

街と若者が共創するコミュニケーショ
ン型アート～神保町コミュニティの再
構築をめざして～

食をテーマに活気ある街をつくる

千代田の人の輪を広げよう

一般（３）

一般（３）

一般（３）

一般（２）

一般（２）

一般（２）

一般（１）

一般（１）

一般（１）

一般（１）

一般（１）

一般（１）

一般（１）

トライアル

C-bridge

食育。街行く研究会

ＮＰＯ法人
地図文化研究会

ＮＰＯ法人
ちきゅう市民クラブ

ＮＰＯ法人
WEL’Ｓ新木場

神保町Art-Live-Rally
実行委員会

日本の農業に一生を賭け
る！学生委員会（ＳＯＬＡ）

かんだもん

結びの会

自然育児を楽しむ会

半蔵門駅通り花の会

EAST WIND 千代田

神田探偵団

神田人

昨
年
の
ト
ラ
イ
ア
ル
部
門
で
の

助
成
に
続
き
、
今
年
は
一
般
部
門

で
助
成
を
受
け
る
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
。
今

回
は
、
旧
今
川
中
学
校
で
イ
ベ
ン

ト
開
催
中
の
と
こ
ろ
、
代
表
の
鵜

澤
さ
ん
＝
写
真
＝
に
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は

―
農
業
と
私
た
ち
市
民
の
関
係
は

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
農
業
に
つ
い
て
、

社
会
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
、
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、

会
を
設
立
し
ま
し
た
。
旧
今
川
中

学
校
の
花
壇
と
調
理
室
を
利
用

し
、
江
戸
野
菜
な
ど
を
題
材
に
、

生
産
（
農
）
と
消
費
（
食
）
を
一

連
の
流
れ
と
し
て
体
験
で
き
る
食

農
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
助
成
を
受
け
て

―
同
じ
助
成
グ
ル
ー
プ
「
Ｗ
Ｅ
Ｌ

Ｓ
新
木
場
」
と
連
携
し
た
活
動

も
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
広
げ
た
い
で

す
。

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

―
地
元
の
青
年
会
や
婦
人
部
の
皆

さ
ん
と
交
流
で
き
た
こ
と
で
す
。

食
農
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
い
た
だ

く
こ
と
で
、
季
節
の
野
菜
を
育
て

て
い
る
実
感
や
収
穫
の
喜
び
を
得

て
も
ら
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
変
な
こ
と
や
活
動
の
課
題
は

―
作
物
の
管
理
は
と
て
も
大
変
で

す
。
作
物
の
成
長
に
合
わ
せ
て
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
天
候
な
ど
で
成
長
が
変
化
す

る
の
で
日
に
ち
の
設
定
に
苦
労
し

ま
す
。
ま
た
、
活
動
に
参
加
す
る

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
、
農
業

の
魅
力
や
面
白
み
を
い
か
に
楽
し

く
伝
え
る
か
が
悩
み
ど
こ
ろ
で

す
。

今
後
の
活
動
は

―
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
農

業
に
よ
る
食
育
活
動
に
加
え
、
神

田
の
地
名
由
来
の
一
つ
で
も
あ
る

「
神
田
（
か
み
た
）」
を
現
代
に
復

活
さ
せ
る
活
動
を
地
元
の
鍛
冶
町

二
丁
目
町
会
の
方
々
と
一
緒
に
展

開
し
た
い
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
年
間
５
回
を
予

定
。
今
回
は
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
種
を

ま
き
、
栽
培
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

掘
り
、
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
大
好
評
で
し
た
。

問
合
せ

文
化
振
興
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
２（
直
通
）

ま
ち
サ
ポ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑩

街
道
文
化
講
座『
千
代
田
塾
』
第
二
回「
家
康
出
世
街
道
―
岡
崎
の
巻
」

▲昨年の日比谷公園丸の内音頭大盆踊り大会

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
と
全
国
街
道

交
流
会
議
・
街
道
交
流
首
長
会
と
の
共

催
に
よ
る『
千
代
田
塾
』。
第
二
回
は
、

愛
知
県
岡
崎
市
の
協
力
に
よ
る「
家
康

出
世
街
道
―
岡
崎
の
巻
」で
す
。
戦
国

史
の
研
究
者
で
あ
り
大
河
ド
ラ
マ
の

時
代
考
証
で
も
著
名
な
小
和
田
哲
男

静
岡
大
学
名
誉
教
授
＝
写
真
＝
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

当
日
は
、
岡
崎
市
に
よ
る『
街
道
交

流
広
場
』が
設
け
ら
れ
、
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

と
き

８
月
２０
日
（木）
１８
時
３０
分
〜
２０

時
会
場

千
代
田
区
民
ホ
ー
ル（
千
代
田

区
役
所
１
階
）

定
員

１５０
名（
申
込
順
）

申
込
み

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
・「
第
二
回
街
道

文
化
講
座
参
加
希
望
」と
明
記
の
う

え
、
７
月
３１
日
（金）
ま
で
に
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ（
6
３
２
３
３
―
７
５
５
７
）

ま
た
は
E
メ
ー
ル（

b
u
n
k
a@

m
m
-chiyoda.or.jp

）で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

文
化
振
興
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
２（
直
通
）

※
第
三
回
は
、
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾「
家

康
出
世
街
道
―
浜
松
の
巻
」で
す
。

日
本
の
農
業
に
一
生
を
賭
け
る
！
学
生
委
員
会（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
）

小和田哲男

静岡大学名誉教授

,

▲千代助のバナー

▲千代助



コンピューターをはじめ、多くの産業機器は稼働

中に熱が発生します。この熱をどうにか逃がさなけ

ればならない。この問題を解決するのが、金属板

を通して放熱する部品、ヒートシンクです。

今回おじゃました株式会社丸三電機は半導体用

のヒートシンクのリーディングメーカーです。

徹底的に高品質にこだわりつづける経営
電子部品の販売商社に入社し、15年間営業マン

として働く中で、竹村社長は商社機能の限界を強く

感じたそうです。不良品や納期の遅れなど、改善

を要求しても最後はメーカーに依存しており、思う

ように改善できない。そこで昭和60年自社生産に

乗り出し、ヒートシンクメーカー丸三電機が誕生。自

社製品を開発し、現在の開発・生産・流通という体

制を確立。さらに、社長就任時の猛勉強と熟慮の

結果生まれた経営理念は、現在でも丸三電機のあ

らゆる行動の基盤になっています。

この不況で売上は減少したものの、「お客様への

正直な対応」「品質の徹底」「１年１新製品」など、

会社として“正しいこと”をやってきた竹村社長に

動じる様子はありません。

「優秀賞（自由部門）」の評価ポイント
・電子機器内の冷却を目的とする業界トップ水準の

高精度・高効率のヒートシンクを固有の特許技術

で製造し販売

・社長交代時に策定した経営理念を利益よりも大

事にして18年にわたって追求

・販売会社から製造会社への転換を品質至上主義

の追求で成功

・顧客からの注文に対して改善提案を出すなどに

より高い顧客満足度を獲得

まちみらいニュース ◇平成21年7月20日◇

広　告

千代田ビジネス大賞「優秀賞」
受賞企業を訪問しました（その３）

千代田day,s連載「上山の企業探訪～特別編～」

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
「
ま
ち
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
」
を
改

正
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
対
象
を

拡
大
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
対

象
は
「
再
開
発
・
共
同
建
築
や
マ
ン
シ

ョ
ン
建
替
え
の
た
め
の
勉
強
会
」
に
限

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
正
な
維
持
管
理

を
行
う
た
め
の
勉
強
会
」
も
対
象
と
し

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、

一
級
建
築
士
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
等

の
有
資
格
者
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
マ

ン
シ
ョ
ン
の
適
正
な
維
持
管
理
の
知
識

を
広
げ
る
た
め
に
、
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

派
遣
料

無
料

回
数

同
一
年
度
内
は
６
回
ま
で

人
数

勉
強
会
な
ど
１
回
に
つ
き
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
３
名
ま
で

期
間

同
一
事
業
で
の
派
遣
は
３
年
間

が
限
度

申
請

ま
ず
は
、
ま
ち
み
ら
い
千
代
田

（
居
住
支
援
グ
ル
ー
プ
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
内
容
を
お
聞
き
し
た
う
え

で
、
登
録
し
て
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
中
か
ら
お
選
び
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
３（
直
通
）

▲竹村社長

今回は、ビジネス大賞で「優秀賞」を受賞した株式会社丸三電機を訪問、代表取締役 竹村
元秀社長＝写真＝にインタビューしました。インタビュー記事の全文は、千代田day,s
（ http://chiyoda-days.jp/）に掲載しています。
問合せ　商工振興グループ　1３２３３－７５５８（直通）

ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
関
す
る

勉
強
会
も
対
象
に

株式会社丸三電機　代表取締役　竹村元秀 社長

ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
無無
料料
相相
談談
会会

毎
月
第
３
水
曜
日
１５
時
〜
１７
時

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
、
昨
年
の

６
月
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
相
談
の
多
か

っ
た『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
関
す

る
ご
相
談
』に
よ
り
詳
し
く
お
答
え
で

き
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
新
た
に『
首

都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
都
心
区
支

部
』に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
無
料
相
談

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
回
、
２
名
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

が
会
場
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

毎
月
第
３
水
曜
日
１５
時
〜
１７

時
場
所

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
会
議
室

（
神
田
錦
町
３
―
２１
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
４
階
）

相
談
時
間

１
回
の
ご
相
談
は
１
時

間
以
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予
約
受
付

お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
完
全
予
約
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
予
約
の
方
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

協
力

首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

都
心
区
支
部

予
約
・
問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
３
（
直
通
）

※
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
日
常
生
活
や
建
物

の
維
持
管
理
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
無
料

相
談
会
以
外
に
も
、
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

ま
ち
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賛
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業

■
丸
の
内
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

多
彩
な
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
々
が
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
大
集
合
。
入
場
は
自

由
で
す
。（
一
部
の
ブ
ー
ス
は
事
前
公
募
ま

た
は
当
日
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

開
催
日

８
月
１１
日
（火）
〜
１３
日
（木）

対
象

中
学
生
以
下
の
子
供
と
保
護
者

（
保
護
者
と
一
緒
に
来
場
の
こ
と
）

入
場
料

無
料
（
材
料
等
の
実
費
を
負
担

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
合
せ

丸
の
内
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
事
務

局
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http://w
w
w
.t-i-forum

.co.jp/

kids_2009/

■
東
京
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
２
０
０
９

今
年
で
８
年
目
を
迎
え
る
国
内
最
大
の

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
あ
ら
か

じ
め
チ
ケ
ッ
ト
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

開
催
日

９
月
４
日
（金）
〜
６
日
（日）

問
合
せ

東
京
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
実
行
委
員
会
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http://w
w
w
.tokyo-jazz.com
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東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
開
催

▲昨年度の丸の内キッズフェスタ

まちみらい千代田協賛事業

2009グリーンリボンランニングフェスティバル
参加者募集中（先着順）

臓器移植を受けた方、障害者の方、

一般ランナーの方たちが、共に走り、

交流を深め、生命や健康の大切さを

考えます。

とき 10月４日（日）12時30分～16時

場所 国立競技場および神宮外苑

コース ①10kmマラソン（高校生以

上の男女2000名／参加費大人2000

円・高校生1000円）、②3kmファン

ラン（中学生以上の男女600名／参

加費無料）、③グリーンリボン駅伝

１km×4名（小学生以上の男女100

組／参加費無料）

申込み・問合せ グリーンリボンラン

ニングフェスティバル事務局（1６９１０

－２５０９平日10時～18時）にお電話く

ださい。

※申し込みの際は「まちみらいニュ

ースを見た」とお伝えください。

▲相談会イメージ

※グリーンリボンは世界的な移植

医療のシンボルマークです。
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